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TOKAI-暴蠛齦迕翈痥3阱翈陽
 
⽇ 時   2017 年 9 ⽉ 26 ⽇  19 時 〜 21 時  
場 所   藤 枝 市 茶 町 ⽣ 涯 学 習 セ ン タ ー  第 三 会 議 室  
参 加 者  14 名  
議 題 ：  
1.Ｔ Ｏ Ｕ Ｋ Ａ Ｉ -0 委 員 会 ・ 施 ⼯ 部 会 合 同 勉 強 会 内
容 ・ 役 割 に つ い て  
2.今 後 の 取 り 組 み  合 板 施 ⼯ に つ い て 等  
3.そ の 他   学 習 会 資 料 作 成 に つ い て  
10 ⽉ 19 ⽇ （ ⽊ ） 19 時 か ら 21 ま で 開 催 の （ 診 断 者
対 象 ） 勉 強 会 の 詳 細 に  
つ い て 話 し 合 い 、 活 発 な 意 ⾒ が で ま し た 。    
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㈘ㇻㇿ㇝㈥㉔㊌㉘㊕㇙㈤㈈㇘濼㈤ㇵ 
⼀ 社 ） 住 宅 性 能 評 価 ・ 表 ⽰ 協 会  主 催  
「 平 成 29 年 度  技 術 者 向 け ⻑ 期 優 良 住 宅 に 関 す る 講
習 会 」 の お 知 ら せ  
 
(⼀ 社 )住 宅 性 能 評 価 ・ 表 ⽰ 協 会 よ り 「 技 術 者 向 け ⻑
期 優 良 住 宅 に 関 す る 講 習 会 」  
開 催 の 案 内  
本 講 習 会 は 、 設 計 者 、 ⼯ 務 店 等 の 住 宅 関 連 事 業 者 の
⽅ 々 を 対 象 と し て 、 新 築 及 び  
増 築 ・ 改 築 に お け る ⻑ 期 優 良 住 宅 認 定 制 度 の 申 請 ⼿
続 き 、 認 定 基 準 、 税 制 ・ 補 助  
・ 融 資 等 の メ リ ッ ト に つ い て 説 明 す る 内 容 と な っ て
お り ま す 。  
詳 細 お よ び 、 お 申 込 み は 下 記 Ｕ Ｒ Ｌ を ご 参 照 く だ さ
い 。  
 
平 成 29 年 度  
技 術 者 向 け ⻑ 期 優 良 住 宅 に 関 す る 講 習 会  
-------------------------------------------------- 
▼ 講 習 会 案 内 （ PDF）  
http://www.shizuoka-kjm.or.jp /cms_contents /f
i les /f i les00000aea190.pdf 
▼ （ ⼀ 社 ） 住 宅 性 能 評 価 ・ 表 ⽰ 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ  
https://www.hyoukakyoukai.or. jp / 
▼ 講 習 会 お 申 込 み フ ォ ー ム  
https://krs.bz /choukiyuuryo /m /29g 
 
【 お 問 い 合 せ 先 】  
■ 講 習 会 の 内 容 に 関 し て  
（ ⼀ 社 ） 住 宅 性 能 評 価 ・ 表 ⽰ 協 会  
 TEL： 03-5229-7440 FAX： 03-5229-7443 
 
■ お 申 込 み ⼿ 続 き に 関 し て  
「 技 術 者 向 け ⻑ 期 優 良 住 宅 に 関 す る 講 習 会 受 付 窓 ⼝ 」 
 TEL： 0120-555-312   



                        - 

TOIKAI-齦迕翈,倵䊨鿇翈趬趷⻅䓼翈 馨蹭 
 

⽇ 時  平 成 29 年 10 ⽉ 19 ⽇  PM19〜 21 

ＴＯＵＫＡＩ－０委 員 会 ,施 ⼯ 部 会 合 同 勉 強 会 報 告  

場 所  藤 枝 市 茶 町  学 習 セ ン タ ー  

1） 志 太 建 築 ⼠ 会 会 ⻑  中 澤 会 ⻑ 挨 拶  

2）藤 枝 市 役 所 建 築 住 宅 課  槇 野 様  ⾏ 政 か ら の 指 導  

3）TOIKAI-0 事 業 検 収 者  伊 久 美 ⽒  Ｔ Ｏ Ｕ Ｋ Ａ Ｉ －

０ 事 業 の 注 意 事 項  

4） TOKAI-0 委 員  永 ⽥ ⽒  伝 統 ⼯ 法 調 査 に つ い て  

PDF 資 料 CD に 収 録  

5）TOUKAI-0 委 員 ⻑ 上 倉 ⽒  制 震 ダ ン パ ー を 使 ⽤

し た 場 合  同 上  

6）TOKAI-0 事 業 検 収 者  油 井 ⽒  計 画 、⼯ 事 の 基 本

的 な 事 項   同 上  

7）施 ⼯ 部 会 会 ⻑  ⾕ 澤 会 ⻑   今 後 の 活 動 に つ い て  

8） 質 疑 応 答  

今 回 の 勉 強 会 は 、⾬ の 中 に も 関 わ ら ず 、70 余 名 の 参

加 者 が あ り ま し た 。  

本 ⽇ の 限 ら れ た 2 時 間 に 収 め る た め に 、 事 前 に 打 ち

合 わ せ を ⾏ い ま た 、 資 料 つ く り に 協 ⼒  

し て い だ き 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

 

本 会 の 内 容 の う ち 、 PDF 資 料 を 会 場 に て お 渡 し し て

あ り ま す の で 、 詳 し く は 、 そ れ を ご 参 照 く だ さ い 。  

同 上 、 2） ,3） ,8） に つ い て 下 記 に 要 約 を 載 せ ま す 。

今 後 の 活 動 に お 役 ⽴ て い だ だ け れ ば 幸 い で す 。  

 

2） ⾏ 政 指 導 、 注 意 点  

① 診 断 者 は 、 FAX が 届 い た ら す ぐ に 申 込 者 に 連 絡 を

と る 事 。  

② 診 断 報 告 は 、 2 か ⽉ 以 内 に 。 申 込 者 の 都 合 で 伸 び

る 場 合 は 、 事 前 に 連 絡 を く だ さ い 。  

③ 診 断 対 象 物 が 、56 年 以 前 と そ れ 以 降 の 場 合 は 、過

半 が 56 年 以 前 の 物 が 対 象 と な る 。  

④ 店 舗 併 ⽤ 住 宅 な ど は 、 住 宅 が 過 半 の 場 合 そ の 対 象

に な る 。  

⑤ 報 告 書 の 備 考 欄 に は 、 詳 し く 記 ⼊ を 。 耐 震 ⼯ 事 を

希 望 し な い 場 合 は 特 に 今 後 の 啓 蒙 の 資 料 に な る た め  

⑥ 無 料 診 断 の 後 、 精 密 診 断 、 補 強 計 画 す る 場 合 は 、

お 客 様 に ⾦ 額 が 発 ⽣ す る こ と を 必 ず 伝 え る こ と 。  

⑦ 接 合 仕 様 Ⅰ を 使 ⽤ す る 場 合 は 、 N 値 を 表 ⽰ し 、 計

算 書 を つ け る こ と 。  

⑧ 愛 知 県 減 災 ｼｽﾃﾑ、 防 災 協 会 な ど で 出 さ れ て い る ⼯

法 の 他 、  

 新 し い ⼯ 法 を 使 ⽤ す る と き は 、 事 前 に 相 談 し て く

だ さ い 。  

⑨ 実 績 報 告 書 で 、 ⼯ 事 を し て 開 け て み て 分 か っ た 部

分 の 変 更 を 着 ⼯ 前 計 算 し 盛 り 込 み 報 告 す る こ と 。  

 同 上  新 旧 の 報 告 書 の 整 合 性 が あ る よ う に 、 特 に

注 意 し て ほ し い 。  

⑩ 施 ⼯ ⽅ 法 で 、柱 接 合 ⾦ 物 、ス ジ カ イ ﾌﾟﾚｰﾄの 取 り 付

け ⽅ 、 ﾋﾞｽの 本 数 は 、 特 に 注 意 し て ほ し い 。  



                        - 

⑪ ⼯ 事 途 中 で の 計 画 変 更 が あ っ た ら 、 計 算 変 更 し 、

そ の 理 由 を 記 ⼊ し て く だ さ い 。  

⑫ ⼯ 事 完 了 後 の 税 ⾦ 軽 減 書 類 が 変 わ っ て 、 固 定 資 産

税 と 所 得 税 の も の が 同 じ も の に な り 2 部 作 る 必 要 あ

り 。  

⑬ 今 年 度 ⼯ 事 の 予 算 が が な い た め 、 事 前 に 相 談 し て

ほ し い 。 （ 他 予 算 か ら 持 っ て 来 る こ と も 考 慮 中 ）  

⑭ 来 年 度 予 算 は 、今 年 度 よ り 15 万 減 に な る 予 定 で す

が 、 は っ き り し て い な い 。  

 

3） Ｔ Ｏ Ｕ Ｋ Ａ Ｉ － ０ 事 業 の 注 意 事 項  
① 事 業 の 流 れ  診 断 の 申 込 み ← 志 太 建 築 ⼠ 会 と し て
各 ⼾ を 訪 問 し て い る  
             ↓  
地 震 の 発 ⽣ 時 か ら の 防 災 活 動 の ⼀ 貫 と し て 無 料 診 断       
Ｔ Ｏ Ｕ Ｋ Ａ Ｉ -0 事 業 が あ り ま す （ ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの 説 明 ）  
           ↓           
そ し て 、 何 度 か の 訪 問 で 申 込 書 を も ら い ま す  
         補 強 計 画  
           ↓  
         補 強 ⼯ 事  
※ 市 か ら の 補 助 ⾦ を い た だ い て い る こ と に 留 意 し て
く だ さ い 。  
② 説 明 報 告 書 の 記 ⼊ に つ い て  
1 申 し 込 み 者 に 名 前 で は な く 、 右 上 に あ る 通 し 番 号
が 重 要 で す 。  
す べ て 、 こ の 番 号 で 書 類 を 進 め て い ま す 。  
2 申 し 込 み 者 の 世 帯 に つ い て 、65 歳 以 上 の 世 帯 で あ
る か 有 無 を 記 ⼊ 。  
3 診 断 報 告 は 、 1 階 部 分 の X,Y で 、 低 い 値 で 記 ⼊ の
こ と 。  
4 メ モ 欄 に は 、 ⼗ 分 な 記 述 、 今 後 の 予 定 等 な ど 、 記
⼊ し て ほ し い 。  

5 地 盤 種 別 （ Ⅰ 、 Ⅱ 、 Ⅲ ） は 、 申 込 み 書 に 記 ⼊ し て
あ り ま す 。  
記 ⼊ 地 盤 に 、 疑 問 が あ る 場 合 は 、 問 い 合 わ せ て く だ
さ い 。  
そ の 場 合 、 ⾃ ⼰ に お い て 、 地 盤 調 査 し て も 可 で す 。  
8） 質 疑 回 答  
Ｑ 1 制 震 ダ ン パ ー を 使 ⽤ し た 場 合 は 、 補 助 ⾦ が 出 ま
す か ？  
A 江 ⼾ 川 ⽊ 材 の も の は 、 補 助 ⾦ が で ま す 。  
 そ の 他 に つ い て は 、 市 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。  
Ｑ 2 伝 統 ⼯ 法 の 場 合 の 補 強 ⼯ 事 に つ い て 、 ど ん な や
り ⽅ が あ り ま す か ？  
A ⾊ 々 や り ⽅ が あ り ま す 。 仕 ⼝ に 制 震 ダ ン パ ー ⾦ 物
を 使 う ⽅ 法 な ど 。  
限 界 耐 ⼒ 計 算 を す る ⽅ 法 は 、 構 造 専 ⾨ 家 に お 問 い 合
わ せ し た ら ど う で し ょ う か 。  
※ こ の 場 で は 、 ⼗ 分 に 回 答 は で き ま せ ん の で 、 質 問
が あ り ま し た ら 、  
 事 務 局 ま で 、 メ ー ル 、 FAX 等 で ご 連 絡 い だ だ け れ
ば あ り が た い で す 。                 
書 記  提 坂    
 
 
傈麪㈥灇臠偆遤 陼甧銮峔繟遭긫㈒ 
志 太 建 築 ⼠ 会 研 修 旅 ⾏  
平 成 29 年 10 ⽉ 14 ⽇  
会 員 32 名 、ご 家 族 7 名 、(内 、お ⼦ 様 2 ⼈ )、計  39
名 に て 東 京 国 ⽴ ⻄ 洋 美 術 館 へ ⾏ っ て き ま し た 。  
 
ま ず は 集 合 写 真 か ら 。 オ ー ギ ュ ス ト ・ ロ ダ ン  地 獄
の ⾨ の 前 に て 。  

道 中 は あ い に く の ⾬ で し た が 、 現 地 で は 傘 を さ す
ほ ど で も な く て す み ま し た  
 
 
 



                        - 

⻄ 洋 美 術 館  本 館 は 建 築 家 ル・コ ル ビ ュ ジ エ 設 計 、現
在 で は 世 界 遺 産 と な っ て い ま す 。  
新 館 は 前 川 國 男 建 築 設 計 事 務 所 の 設 計 で す 。  

上 野 公 園 で は 各 ⾃ ⾃ 由 ⾏ 動 で す 。  
私 は 公 園 散 策 に 。  
 
国 際 ⼦ ど も 図 書 館  前 景   帝 国 図 書 館 と し て 建 築 、
改 修 を 重 ね て  
建 築 家 安 藤 忠 雄 ⽒ の 設 計 に よ り 、 現 在 の 姿 に 。 ⼀ 部
は ま だ 改 修 中 の よ う で す 。  

近 く に は 寛 永 寺 が あ り 、 徳 川 家 ゆ か り の 地 と し て も
有 名 で す 。  
 
重 要 ⽂ 化 財  勅 額 ⾨  
奥 に は 天 璋 院 篤 姫 の 墓 所 が あ る そ う で す  

 
 
 
 
 

 
重 要 ⽂ 化 財  勅 額 ⾨  
徳 川 歴 代 将 軍 の 御 霊 廟 が あ る そ う で す 。  
 

数 時 間 の ⾃ 由 ⾏ 動 中 は ⾬ も な ん と か 持 ち こ た え て 帰
路 に つ き 、 予 定 通 り の 帰 宅 と な り ま し た 。  
中 央 バ ス 株 式 会 社 さ ん に 依 頼 し た 今 回 の 研 修 旅 ⾏ で
す が 、 渋 滞 も な く 賑 や か な ⾞ 中 で し た 。  
参 加 さ れ た み な さ ん も 満 ⾜ し て い た だ け た の で は な
い で し ょ う か 。  
 
⾄ ら ぬ と こ ろ も あ っ た と 思 い ま す が 、 皆 様 の お か げ
で 無 事 に 研 修 旅 ⾏ を 終 え る こ と が 出 来 ま し た 。  
来 年 も 企 画 予 定 で す 。 会 員 ご 家 族 の ⽅ も 、 ぜ ひ ご ⼀
緒 に 参 加 し て く だ さ い 。  
 
最 後 に な り ま す が 、 企 画 運 営 し た 杉 ⼭ 会 員 委 員 会 委
員 ⻑ 、 お 疲 れ 様 で し た 。  
                       
会 員 委 員 会  広 報  中 村  
 
今 回 の 研 修 旅 ⾏ に 御 餞 別 を い た だ き ま し た  
御 餞 別 頂 い た 賛 助 会 員 様 、 ⼠ 会 会 員 様 あ り が と う ご
ざ い ま し た （ 順 不 同 ）  
 
 ・ ヒ ダ 株 式 会 社 様     
 ・ ㈱ エ ク ノ ス ワ タ ナ ベ  様   
 ・ (有 )⼭ 梨 配 管 様     
 ・ 榛 南 建 材 ㈱ 様      
 ・ ㈱ イ ー ト ン 様        
 ・ 星 野 創 建 様      
 ・ ま ち づ く り ｾﾝﾀｰ様     
 ・ 笠 井 設 計 事 務 所 （ 事 務 局 ⻑ 森 ⽥ さ ん ）  
 ・ 常 務 理 事  佐 野 さ ん  
 ・ 中 央 バ ス 様     
 
 
 
 



                        - 

g䧭 29 h䏝 痥 4 阱 翈迕齦迕翈 
平 成 29 年 度  第 4 回  会 員 委 員 会  定 例 会 を 開 催  
開 催 ⽇ 時  平 成 29 年 10 ⽉ 20 ⽇  18： 30〜  
参 加 者   6 名  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
議 題  
Ⅰ  研 修 旅 ⾏ に つ い て  
  ・ 参 加 者  39 名   
   内 訳  会 員  32 名 、 家 族 7 名 （ ⼦ 供 2 名 ）  
  委 員 会 の 皆 様 の 協 ⼒ の お か げ で 、 事 故 も な く 無
事 楽 し い 研 修 旅 ⾏ が 出 来 ま し た 。  
本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
 
Ⅱ  忘 年 会 に つ い て  
・⿂ 時 会 館  18：00〜 ス タ ー ト   会 費  5,500 円  
  場 所 ： 藤 枝 ⽂ 化 会 館 東 側  藤 枝 市 駅 前 2-7-2  
    会 場 TEL 0120-40-2130 
※ ス キ ル ア ッ プ 委 員 会 の 勉 強 会 終 了 後 に 忘 年 会 開 催  
 
Ⅲ  次 回 定 例 会 開 催 ⽇ に つ い て  
・ 11 ⽉ 15 ⽇  18： 30〜  予 定  
上 記 に つ い て 検 討 し ま し た 。  
            会 員 委 員 会  広 報  中 村    
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